
日本基督教団 八ヶ岳教会 四旬節第五主日礼拝 NO.1375 2025年 4月 6日 10:30~

前 奏 黙想

招 詞 ゼカリヤ書 9:9
讃 美 歌 56 なぬかのたびじ

祈 禱

信仰告白 使徒信条 566
聖 書 レビ記 20:1~3

ヨハネによる福音書 19:5~7
讃 美 歌 121 まぶねのなかに

説 教 『 この人を見よ 』

祈 禱

讃 美 歌 Ⅱ-177 あなたも見ていたのか

献 金

讃 詠 547いまささぐるそなえものを

黙 禱

主の祈り 564
頌 栄 544 あまつみたみも

祝 禱

後 奏

「祭司長たちや下役たちは、イエスを見ると〔十字架につけろ。十字架につけろ〕と叫んだ(ﾖﾊﾈ19:6)」。
祭司長らの目は血走り興奮している様が分かる。裁判の場でもイエスが現れると「殺せ。殺せ。十字

架につけろ(19:15)」とユダヤ人たちが叫んで手がつけられない。慣例となっている過越祭の恩赦釈放

でも「強盗バラバ(18:40)」の方を求めるほど、イエスは同胞の「ユダヤ人」からおそろしく憎まれて

いる。何をそんなに、と思う。病人や徴税人に愛を注いで、その反響が世の規範を幾らか揺さぶって

いることは分かる。だけれども、ほんの些細な社会胎動だけで、こうも狂信的に憎まれるものなのか。

洗礼者「ヨハネは、自分の方へイエスが来られるのを見て言った。〔見よ、世の罪を取り除く神の小

羊だ〕(1:29)」。ヨハネは翌日も、歩いているイエスを見てくり返し言った(1:36)。私たちキリスト者

にとって「イエスは神の小羊」は当たり前だが、当時のユダヤの世間では危うい表現であった。

「自分の子をモレク神にささげる者は、必ず死刑に処せられる。国の民は彼を石で打ち殺す。わた

しは、その者にわたしの顔を向け、民の中から絶つ。自分の子をモレク神にささげ、わたしの聖所を

汚し、わたしの聖なる名を冒涜したからである(ﾚﾋﾞ20:2~3)」。「モレク神」とは古代の人身御供で、そ

れが羊や牛で代用されるようになってもなお密かに行う者がいた。イスラエルはこれを厳禁した。

「イエスは神の小羊」という犠牲のイメージ。秘教的なモレク礼拝への恐れが、敬虔なユダヤ人に

残っているがゆえの過剰反応かもしれない。そしてその嫌悪感が次第に逆恨みとなる。ユダヤ人たち

はイエスに言った。「善い業のことで、石で打ち殺すのではない。神を冒涜したからだ。あなたは人間

なのに、自分を神としているからだ(ﾖﾊﾈ10:33)」。たが私たちにとってイエスは、「子なる神」だ。

一方、裁き手であるローマ総督ピラトにとって「信仰」など関係なく(18:31)、ローマ法に抵触しな

ければ咎め無し。とはいえユダヤ人の歓心を得るために、鞭で打たせて相当侮辱した(19:1~3)。辱め

を受けた姿を見せれば気が済むかと思ってユダヤ人の前に引き出す。「イエスは茨の冠をかぶり、紫の

衣を着けて出て来られた。ピラトは〔見よ、この男だ〕と言った(19:5)」。しかし逆効果だった(19:6~7)。
「見よ、この男だ」。ラテン語に訳せば「ecce homo／この人を見よ」」。この言葉はニーチェの自伝

や宗教画の画題としてもよく知られている。「ピラトはイエスを釈放しようと務めた(19:12)」が、皇

帝という弱みで脅され(19:12)、皇帝へのおべんちゃらで詰められ(19:15)、十字架刑を容認した(19:16)。
「この人を見よ」。私たちはこの「茨の冠をかぶり紫の衣を着けたイエス」の姿に、いったい何を見

るだろうか。解釈や読み解きよりも前に、まずこの姿を思い描き、直観し、それを抱えていよう。

「神の小羊イエス」は、二つの「義」によって十字架を負わされようとしている。一つにはユダヤ

同胞の「人間性を踏みにじる敬虔さ」、もう一つはローマの「敬虔さのない政治形態」。いや、この二

つの義だけに限るまい。どんな義しさにも潜んでいる人間の罪。これを負って十字架にかかり、神の

小羊として犠牲にされる。法にも倫理にも、信仰の義しさにさえ、排斥される神の犠牲だ。この人を

見よ(19:5)。この絶望的な愛の人を。私たちを拘束する罪と死から解き放って下さるこの人を、見よ。

二つの世界によって絞り出された「この人」 この人を見よ 二つの世界の奥底が顕在化している

もっとよく見てみる 私の奥底も在るではないか それが十字架にかけられるまで見ていられるか

4/9(水)12:00～2:00 エステル会(集会所)。4/12(土)1:30～3:00 聖研・祈祷会。4/27(日)礼拝後に教

会総会を開きます。会員の皆さんは予定していて下さい。牧師の動き:4/9,YMCA で聖書のおはなし。

礼拝堂・集会所の住所：408-0012山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3
連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205北杜市明野町浅尾新田 1324 TEL 0551-25-4008
eﾒｰﾙは komechan.olive @ gmail.com HPは「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。


